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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 25,363 △0.9 2,725 32.4 2,923 35.8 1,856 36.3

28年３月期 25,589 △8.5 2,058 53.7 2,151 38.9 1,362 11.6

(注) 包括利益 29年３月期 2,586 百万円 ( －％) 28年３月期 210 百万円 ( △91.4％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 266.36 － 4.8 5.8 10.7

28年３月期 190.32 － 3.6 4.4 8.0

(参考) 持分法投資損益 29年３月期 20百万円 28年３月期 12百万円
（注）当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当

該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 51,216 40,452 76.5 5,655.51

28年３月期 48,806 38,868 77.1 5,316.25

(参考) 自己資本 29年３月期 39,201百万円 28年３月期 37,641百万円
（注）当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当

該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 4,158 △5,300 △1,782 8,243

28年３月期 2,677 △1,813 1,856 11,242
　
２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 － 3.00 － 3.00 6.00 428 31.5 1.1

29年３月期 － 4.00 － 40.00 － 555 30.0 1.5

30年３月期(予想) － 35.00 － 35.00 70.00 34.8
※平成29年３月期第２四半期末配当金４円00銭の内訳は、普通配当３円00銭と記念配当１円00銭になります。

また、当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成29年３月期の１株当たり期末配当金

につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。
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３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,200 4.8 1,020 △23.4 1,100 △19.9 750 △25.2 107.61

通 期 26,800 5.7 1,970 △27.7 2,100 △28.2 1,400 △24.6 200.87
　
※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 8,998,308 株 28年３月期 8,998,308 株

② 期末自己株式数 29年３月期 2,066,820 株 28年３月期 1,917,873 株

③ 期中平均株式数 29年３月期 6,969,855 株 28年３月期 7,156,527 株

（注）当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、

前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均

株式数を算定しております。

　

(参考) 個別業績の概要

１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 21,199 △0.7 2,279 26.6 2,554 28.4 1,506 10.5

28年３月期 21,358 △8.8 1,801 26.0 1,988 13.8 1,363 △1.7
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

29年３月期 215.78 －

28年３月期 190.18 －
（注）当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前事業年度の期首に当該株

式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 47,629 37,813 79.4 5,445.78

28年３月期 45,731 36,554 79.9 5,154.36

(参考) 自己資本 29年３月期 37,813百万円 　28年３月期 36,554百万円
（注）当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前事業年度の期首に当該株

式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

　

※ 決算短信は監査の対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料２ページ「経営成績等の概況」をご覧ください。

決算短信（宝印刷） 2017年05月12日 15時16分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



群栄化学工業㈱(4229) 平成29年３月期 決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………２

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………２

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………３

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………３

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………４

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………４

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………８

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………10

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………11

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………11

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………11

（セグメント情報） …………………………………………………………………………………11

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………12

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………12

４．その他 …………………………………………………………………………………………………13

決算短信（宝印刷） 2017年05月12日 15時16分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



群栄化学工業㈱(4229) 平成29年３月期 決算短信

― 2 ―

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況
　当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善や個人消費の持ち直し、また、世界経済の回復基調を受

けて輸出が持ち直したこと等により、緩やかな回復基調が継続いたしました。

　このような経済環境のもと、当社グループは、グループの更なる事業基盤の強化を図り、事業環境の変化に対応

し、新規顧客の獲得やきめ細かい技術指導等を提供するなど積極的な事業活動を行ってまいりましたが、当社グル

ープの売上高は前年同期比0.9％減少の25,363百万円となりました。

　利益面では、グループ全体で生産効率向上及びコスト削減の取り組みを実施し、また、設備等の償却負担の減少

や在外子会社の利益面の改善等により、営業利益は前年同期比32.4％増加の2,725百万円、経常利益は前年同期比

35.8％増加の2,923百万円となりました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、企業年金基金解散にと

もなう新退職金制度設立による退職給付引当金繰入額を特別損失に計上いたしましたが、営業利益の増加により前

年同期比36.3％増加の1,856百万円となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

［化学品事業］

化学品事業においては、建設機械向けをはじめとする鋳物用樹脂は低調に推移いたしましたが、電子材料向け

樹脂は堅調に推移いたしました。その結果、売上高は前年同期比1.9％増加の20,169百万円となりました。利益面

では、グループ全体で生産効率向上及びコスト削減の取り組みを実施し、また、在外子会社の利益貢献により、

セグメント利益（営業利益）は前年同期比22.8％増加の2,542百万円となりました。

［食品事業］

食品事業においては、異性化糖の各種飲料向けが伸び悩んだ結果、売上高は前年同期比11.0％減少の4,949百万

円となりました。利益面では、生産効率向上及びコスト削減に努めた結果、セグメント利益（営業利益）は25百

万円（前年同期170百万円のセグメント損失（営業損失））となりました。

［不動産活用業］

不動産活用業においては、ほぼ前年並みで推移した結果、売上高は前年同期比1.1％増加の245百万円、セグメ

ント利益（営業利益）は前年同期並みの157百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況
　当連結会計年度における資産合計は前連結会計年度末と比べ2,409百万円増加し、51,216百万円となりました。こ

れは、主に評価額の増加に伴い投資有価証券が増加したことによります。

　負債合計は前連結会計年度末と比べ825百万円増加し、10,763百万円となりました。これは、主に返済により借入

金が減少しましたが、設備関係未払金及び退職給付に係る負債が増加したことによります。

　純資産合計は前連結会計年度末と比べ1,583百万円増加し、40,452百万円となりました。これは、親会社株主に帰

属する当期純利益の計上により利益剰余金が増加し、また、その他有価証券評価差額金が増加したことによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況
　当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、4,158百万円の収入と前連結会計年度に比べ

1,481百万円の収入の増加となりました（前連結会計年度2,677百万円の収入）。これは、主に税金等調整前当期純

利益の増加と仕入債務の増減額の増加によるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、5,300百万円の支出と前連結会計年度に比べ3,487百万円の支出の増加と

なりました（前連結会計年度1,813百万円の支出）。これは、主に３ヶ月を超える定期預金への預入による支出の増

加と有形固定資産の取得による支出の増加によるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、1,782百万円の支出と前連結会計年度に比べ3,639百万円の支出の増加と

なりました（前連結会計年度1,856百万円の収入）。これは、自己株式の取得による支出の増加によるものです。ま

た、前連結会計年度には長期借入による収入があったことによります。

　この結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前年同期比2,999百万円（26.7％）減少し8,243百万

円となりました。
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（４）今後の見通し

①今後の見通し

今後の見通しにつきましては、中国をはじめとした新興国経済は回復の兆しが見られるものの、英国のＥＵ離脱

問題や米国新政権の動向、近隣諸国の情勢不安などにより、景況感は依然として先行き不透明な状況が続くと予想

されます。

　このような経済環境に対応するため、当社グループは、グループの更なる事業基盤の強化を図り、事業環境の変

化に対応し、新規顧客の獲得やきめ細かい技術指導等を提供するなど積極的な事業活動を行ってまいります。

　以上により、次期（平成30年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高26,800百万円、営業利益1,970百

万円、経常利益2,100百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は1,400百万円を見込んでおります。

②利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策のひとつとして位置づけております。財務体

質を強化しつつ、事業の成長を図り、業績に裏付けされた成果の配分を株主の皆様に行うことを基本方針とし、１

株当たり配当の向上に努め、安定的に配当を行ってまいりたいと存じます。内部留保資金につきましては、将来に

おける株主の皆様の利益拡大のために新規事業及び成長する事業分野に投入してまいります。

　当期の配当につきましては、１株当たり４円（うち普通配当３円、記念配当１円）の中間配当を実施し、期末配

当につきましては１株当たり40円とすることを予定しております。なお、当社は平成28年10月１日付けで普通株式

10株につき１株の割合で株式併合を行っており、中間配当を併合後で換算した場合、年間配当80円の予定となりま

す。

　また、次期の配当につきましては、現時点では年間配当１株当たり70円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財表諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,648 9,758

受取手形及び売掛金 6,842 6,857

有価証券 1,309 2,101

商品及び製品 2,138 1,515

仕掛品 54 532

原材料及び貯蔵品 814 916

繰延税金資産 175 220

その他 180 178

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 22,163 22,079

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 21,327 21,665

減価償却累計額及び減損損失累計額 △15,232 △15,520

建物及び構築物（純額） 6,095 6,144

機械装置及び運搬具 28,719 29,628

減価償却累計額及び減損損失累計額 △26,126 △26,619

機械装置及び運搬具（純額） 2,592 3,009

土地 7,969 7,969

リース資産 102 138

減価償却累計額及び減損損失累計額 △66 △84

リース資産（純額） 35 53

建設仮勘定 175 397

その他 2,762 2,799

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,350 △2,399

その他（純額） 411 399

有形固定資産合計 17,280 17,974

無形固定資産 17 34

投資その他の資産

投資有価証券 7,973 9,871

繰延税金資産 170 79

その他 1,280 1,255

貸倒引当金 △79 △78

投資その他の資産合計 9,344 11,127

固定資産合計 26,643 29,136

資産合計 48,806 51,216
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,034 3,103

1年内返済予定の長期借入金 784 654

未払金 1,297 1,866

未払法人税等 161 646

賞与引当金 317 362

その他 98 123

流動負債合計 5,695 6,758

固定負債

長期借入金 2,304 1,650

繰延税金負債 105 98

環境対策引当金 38 35

固定資産撤去引当金 21 21

退職給付に係る負債 1,301 1,711

その他 471 488

固定負債合計 4,243 4,005

負債合計 9,938 10,763

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 25,689 25,689

利益剰余金 11,103 12,469

自己株式 △5,013 △5,454

株主資本合計 36,780 37,705

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 851 1,531

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 112 25

退職給付に係る調整累計額 △102 △61

その他の包括利益累計額合計 861 1,495

非支配株主持分 1,227 1,251

純資産合計 38,868 40,452

負債純資産合計 48,806 51,216
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 25,589 25,363

売上原価 20,194 19,052

売上総利益 5,394 6,311

販売費及び一般管理費 3,336 3,585

営業利益 2,058 2,725

営業外収益

受取利息 56 61

受取配当金 96 95

持分法による投資利益 12 20

その他 62 64

営業外収益合計 227 243

営業外費用

支払利息 16 14

為替差損 75 －

その他 41 30

営業外費用合計 133 44

経常利益 2,151 2,923

特別利益

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 65 0

保険差益 － 0

受取和解金 － 128

会員権償還益 10 －

その他 0 －

特別利益合計 76 129

特別損失

減損損失 201 －

固定資産処分損 30 53

退職給付引当金繰入額 － 414

その他 14 1

特別損失合計 246 469

税金等調整前当期純利益 1,981 2,583

法人税、住民税及び事業税 426 760

法人税等調整額 96 △186

法人税等合計 523 573

当期純利益 1,458 2,009

非支配株主に帰属する当期純利益 96 153

親会社株主に帰属する当期純利益 1,362 1,856
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 1,458 2,009

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △802 681

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 △357 △144

退職給付に係る調整額 △42 40

持分法適用会社に対する持分相当額 △43 △0

その他の包括利益合計 △1,247 576

包括利益 210 2,586

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 255 2,490

非支配株主に係る包括利益 △44 95
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,000 25,689 10,173 △4,733 36,129

当期変動額

剰余金の配当 △431 △431

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,362 1,362

自己株式の取得 △280 △280

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 0 930 △280 650

当期末残高 5,000 25,689 11,103 △5,013 36,780

その他の包括利益累計額

非支配株主持分その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

当期首残高 1,652 － 375 △60 1,296

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属する

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△801 △0 △262 △42 △69

当期変動額合計 △801 △0 △262 △42 △69

当期末残高 851 △0 112 △102 1,227
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,000 25,689 11,103 △5,013 36,780

当期変動額

剰余金の配当 △490 △490

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,856 1,856

自己株式の取得 △440 △440

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 0 1,365 △440 925

当期末残高 5,000 25,689 12,469 △5,454 37,705

その他の包括利益累計額

非支配株主持分その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

当期首残高 851 △0 112 △102 1,227

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属する

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
680 0 △87 40 24

当期変動額合計 680 0 △87 40 24

当期末残高 1,531 △0 25 △61 1,251
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,981 2,583

減価償却費 1,313 1,202

減損損失 201 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 105 411

受取利息及び受取配当金 △153 △157

支払利息 16 14

投資有価証券売却損益（△は益） △65 △0

受取和解金 － △128

売上債権の増減額（△は増加） 898 △42

たな卸資産の増減額（△は増加） 215 31

仕入債務の増減額（△は減少） △988 75

その他 △354 258

小計 3,171 4,248

利息及び配当金の受取額 148 162

利息の支払額 △17 △16

和解金の受取額 － 128

法人税等の支払額 △624 △363

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,677 4,158

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 700 500

有価証券の取得による支出 － △599

有形固定資産の取得による支出 △1,049 △1,382

投資有価証券の取得による支出 △2,412 △2,404

投資有価証券の売却及び償還による収入 964 704

定期預金の増減額（△は増加） － △2,100

その他 △15 △19

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,813 △5,300

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 3,000 －

長期借入金の返済による支出 △409 △784

非支配株主からの払込みによる収入 16 －

自己株式の純増減額（△は増加） △278 △438

配当金の支払額 △429 △488

非支配株主への配当金の支払額 △42 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,856 △1,782

現金及び現金同等物に係る換算差額 △96 △74

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,624 △2,999

現金及び現金同等物の期首残高 8,618 11,242

現金及び現金同等物の期末残高 11,242 8,243
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響は軽微であります。

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の製造販売体制を置き、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略

を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社グループは、製造販売体制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「化学

品事業」、「食品事業」及び「不動産活用業」の３つのセグメントを報告セグメントとしております。

「化学品事業」は、工業用フェノール樹脂及び高機能繊維等を製造販売しております。「食品事業」は異性化糖及

び穀物シロップ等を製造販売しております。「不動産活用業」は当社の保有する土地や建物等不動産の賃貸を行って

おります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概ね

同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益（のれん償却前）ベースの数値であります。

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しており

ます。当該変更によるセグメント利益への影響は軽微であります。

　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 合計

化学品事業 食品事業 不動産活用業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,785 5,560 242 25,589 － 25,589

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 19,785 5,560 242 25,589 － 25,589

セグメント利益又は損失（△） 2,070 △170 157 2,058 － 2,058

セグメント資産 25,346 3,282 2,250 30,879 17,927 48,806

その他の項目

減価償却費 1,219 51 43 1,313 － 1,313

持分法適用会社への投資 300 － － 300 5 305

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

720 317 0 1,038 － 1,038

（注）１ セグメント資産の調整額17,927百万円には、当社での余資運用資金（現金及び有価証券）、長期投資資金

（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

　 ２ セグメント利益又は損失（△）の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 合計

化学品事業 食品事業 不動産活用業 計

売上高

外部顧客への売上高 20,169 4,949 245 25,363 － 25,363

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 20,169 4,949 245 25,363 － 25,363

セグメント利益 2,542 25 157 2,725 － 2,725

セグメント資産 26,823 3,240 2,145 32,209 19,006 51,216

その他の項目

減価償却費 1,112 49 40 1,202 － 1,202

持分法適用会社への投資 313 － － 313 5 318

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,850 83 0 1,934 － 1,934

（注）１ セグメント資産の調整額19,006百万円には、当社での余資運用資金（現金及び有価証券）、長期投資資金

（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

　 ２ セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 5,316.25 円 5,655.51 円

１株当たり当期純利益金額 190.32 円 266.36 円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 1,362 1,856

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

1,362 1,856

普通株式の期中平均株式数(株) 7,156,527 6,969,855

（注）１．平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前連

結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年05月12日 15時16分 14ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



群栄化学工業㈱(4229) 平成29年３月期 決算短信

― 13 ―

４．その他

（１）役員の異動

① 代表者の異動

該当事項はありません。

　

② その他の役員の異動(平成29年６月23日付予定)

１．新任監査役候補者

監査役 堀口 和秀

　 （現 三菱ガス化学株式会社執行役員天然ガス系化学品カンパニー有機化学品事業部長）

２．退任予定監査役

仮監査役 甲谷 隆和

　 （現 甲谷隆和税理士事務所所長）

３．補欠監査役候補者

補欠監査役 甲谷 隆和

　 （現 甲谷隆和税理士事務所所長）

　

（注）１ 新任監査役候補者 堀口 和秀氏は、社外監査役候補者であります。

　 ２ 退任予定監査役 甲谷 隆和氏は社外監査役であります。なお、退任後は監査役全員の補欠監査役候補者と

して選任を予定しております。
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